
平成26年度に向けた政策創造部の施策の基本方針
～ 創造的実行力で課題を解決 ～

現場から課題を解決 地方から日本の課題を解決 魅力あふれる地域の創造

■時代を先取りした新たな政策創造■時代を先取りした新たな政策創造

Ø本四高速全国共通料金導入へ
的確に対応（とくしま発信戦略など）
Ø県政運営の指針となる新たな
「行動計画」の策定に着手
Ø部局間連携による重点施策の推進
Ø特区制度の積極的な活用

■東京・大阪のネットワーク力の発揮■東京・大阪のネットワーク力の発揮

Ø大都市圏でメディアによる魅力発信
Ø阿波おどりを活用した魅力発信
Ø本県ゆかりの方々とのネットワーク強化

■宝の山（統計データ）を磨く■宝の山（統計データ）を磨く

Øオープンデータの利活用推進
Ø統計データ分析による各種政策立案への
活用

■徳島の未来を担う人材養成の強化■徳島の未来を担う人材養成の強化

Ø大学との連携強化・農工商連携の推進
Ø「まなびーあ徳島」の機能充実

■徳島発の政策提言■徳島発の政策提言

Ø国の動向や社会経済情勢を
的確に把握し、戦略的に
政策提言を実施
Ø全国知事会や関西広域連合
などを通じ政策を実現

■基礎自治体の機能強化■基礎自治体の機能強化

Ø市町村の行財政運営や行財政基盤強化に
向けた助言等の実施
Ø地域が抱える緊急課題、新しいまちづくり等
への取組支援

■個性豊かな地域づくりの推進■個性豊かな地域づくりの推進

Ø過疎対策の計画的な推進
Ø「とくしま集落再生プロジェクト」の推進
Ø「サテライトオフィスプロジェクト」の推進
Ø移住・交流施策の推進

■全国屈指のＩＣＴ基盤の利活用■全国屈指のＩＣＴ基盤の利活用

Ø「ｅ－とくしま推進プラン」の着実な推進
Ø事務の効率化・迅速化を図る
「電子自治体」の推進
Ø番号制度導入に向けた市町村支援
Ø公衆無線ＬＡＮの整備の推進

■広域行政の着実な推進■広域行政の着実な推進

■関西広域連合による施策の展開■関西広域連合による施策の展開

～H26年度から「次期広域計画」がスタート～

Ø「広域医療」などの広域事務の着実な推進
Ø一府県のみでは解決困難な広域課題への
対応
Ø広域連合の取組状況を積極的に情報発信

Ø３つの府県連携会議を徳島で開催
（近畿ブロック知事会議、四国知事会議、
中四国サミット）

Ø「四国八十八箇所霊場と遍路道」
世界遺産登録に向けた取組みの推進
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平成26年度に向けた西部総合県民局の施策の基本方針

人を呼び込む 安全・安心の確保

「にし阿波」ならではの観光資源を活かして

「にし阿波～剣山・吉野川観光圏」認定

剣山国定公園指定５０周年記念

ブランド観光地域(仮称)を目指す

「住んでよし」

国内外からの誘客促進受入体制の充実

「訪れてよし」

新たな５０年に向けて 剣山を守り育てる

「次世代への継承」

自然体験･伝説伝承など
を魅力発信

自然保護などの
活動を推進

「魅力の発信」

甚大な被害をもたらす巨大地震への対応

東日本大震災からの教訓

南海トラフ巨大地震への備え

圏域防災力の向上

孤立化対策など地域特性を踏まえた
「にし阿波防災行動計画」の検証・見直し

バックアップ体制の構築

災害対策本部の臨時的な代替本部機能や、
沿岸部を支援するための役割などの検討＿

圏域の課題解決に向けて

大学等と連携強化するなど
地域の創造的実行力を引き出す

人と人をつなげる

地域資源の発掘･活用

地域の魅力再発見

新たな雇用創出

大学との連携に
よる農山村の課
題を調査研究

様々な地域の課題解決を支援

サテライト
オフィスの
誘致を推進
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